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タイプ 主な目的 メリット デメリット

①注入するタイプ
（キンチョールE
など）

木の中にいる幼
虫の駆除

穴の奥まで確実に
薬剤が届き、即効性
がある

穴が見つかってい
ない木には使えな
い

② 塗布タイプ
（ガットサイドS
など）

株元への産卵・
食入の予防

1回塗ると効果が長
持ちし、一番被害が
出やすい根元を守れ
る

ハケで1本ずつ塗
るため、本数が多
いと手間がかかる

③ 散布タイプ
（スミチオン乳剤
など）

成虫の退治・全
体の予防

広範囲の木や、高い
枝までまとめて予防
できる

雨が降ると効果が
落ちるため、定期
的な散布が必要

薬剤タイプ別の特徴まとめ

キンチョールE トップジンMペースト

カミキリムシ 再発防止の6ステップ

見通しを良くする

地際の雑草を常に取る

塗布タイプ（殺虫剤）
ガットサイドS
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